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斜層理(孤iagomエbe舳ing)

斜層理は砂岩単層の内部にみられる堆積構造の一種である.日本にお

いては古くから一般に偽層(斜交層理)と呼ばれとくに親しまれ

地質屋の卵カ塀外において層理面と偽層面とを区別することカミできず

しぱしぱ誤認して先輩の地質学者からたしなめられたものである(写真

のよう液見事汰斜層理は少なく実際には区別の困難なことカ…多い).

外国においては1925年以来この研究添盛んに行われてきたが日本に

おいてはおそらく1960年前後から堆積学の研究が盛んと念ゆ斜層理

の前庭層の最大倭斜角の方向が堆積時の水流方向を示すことから古地

理の解明の手段として調査研究カミなされるように枚った.

偽層という文字そのものから受ける印象洲適切でないと思われたので

1963年筆者により斜層理と呼び改められた.

斜層理とは『一般の主層理面(主要堆積面)に対してある角度を恋

して堆積した層(Stratum)カミ集合して作る堆積構造』をいいこのこ

とから主層理面に対してr斜に堆積している』という状態を重視して名

づけた.斜層理の分類は色々あるカミ筆者は形態的にみて平面型･

谷型および峯型の3つに分類した.このうち最も多く出現するものは

平面型で谷型は少なく峯型にいたってはきわめてまれである.堆

積環境により河成･海成･風成の3つカ主ある.

写真は北海遣瀬棚郡瀬棚町花石駅南西方向的3,800皿判別川岸の露頭

でみられたもので地層は瀬棚層(鮮新世).

この斜層理は海成の平面型でセットの厚さは写真中央の顕著なもので約

2mあり古流向は左から右に向かって流れている.流れの反対方向

のものもみられる.(長浜春夫)�


